
が
イ
ン
ド
太
平
洋
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
が
、
新
た
な

地
理
概
念
が
形
成
さ
れ
た
背
景
で
あ
る
。

　
当
然
、こ
う
し
た
現
象
は
多
く
の
人
々
が
気
付
く
と
こ

ろ
に
な
る
。
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
は
、
２
０
１
３

年
に
「
一
帯
一
路
」
と
い
う
構
想
を
打
ち
出
し
、
各
地

で
積
極
的
な
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
中
国
の
積
極
姿
勢
は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お

け
る
日
本
領
海
へ
の
中
国
海
警
船
の
侵
入
や
、
南
シ
ナ

海
に
お
け
る
人
工
島
の
埋
め
立
て
、
軍
事
施
設
の
建
設
、

イ
ン
ド
洋
へ
の
海
軍
活
動
の
展
開
な
ど
を
伴
い
、
各
地

で
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
呼
び
起
こ
し
た
。
そ
の
結
果
、

イ
ン
ド
太
平
洋
は
将
来
的
に
有
望
な
市
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
も
含
む
戦
略
的
な
地
域

と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
今
や
イ
ン
ド
太
平

洋
と
い
う
地
理
概
念
は
、
米
国
や
豪
州
を
は
じ
め
、
世

界
各
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
０
２
年
当
時
、
現
在
ほ
ど
危
機
認
識
が
な
か
っ
た

の
は
、
気
候
変
動
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
、
国
連
で
気

候
変
動
枠
組
条
約
が
成
立
、
１
９
９
７
年
に
京
都
議
定

書
が
採
択
さ
れ
、
日
本
を
含
む
先
進
国
は
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
目
標
を
設
定
し
た
。
し
か
し
、
当

時
最
大
の
排
出
国
だ
っ
た
米
国
は
こ
こ
か
ら
離
脱
し
、

途
上
国
に
は
何
の
義
務
も
課
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

は
累
次
の
報
告
書
で
、
人
間
の
活
動
が
気
候
変
動
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
い
う
証
拠
を
示

し
た
。
気
候
変
動
由
来
の
災
害
が
顕
著
に
増
え
た
こ
と

も
、
世
界
中
の
人
々
に
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
２
０
１
５
年
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
で
合
意
さ
れ
た
パ
リ
協
定
で

は
、
地
球
全
体
の
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
に
比
べ

２
℃
未
満
に
保
つ
と
と
も
に
、
１.
５
℃
に
抑
え
る
よ

う
努
力
す
る
こ
と
を
国
際
社
会
の
目
標
と
し
た
。
し
か

し
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
研
究
に
よ
っ
て
２
℃
未
満
で
も
甚
大

な
被
害
が
出
る
推
計
が
示
さ
れ
、
２
０
２
１
年
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
で
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
ネ
ッ

ト
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
し
て
、
気
温
上
昇
を
１.
５
℃
未
満

に
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
。日
本
を
含
む
多
く
の
国
々

は
、
こ
れ
に
沿
っ
た
国
別
目
標
を
決
定
し
た
が
、
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
の
大
排
出
国
は
、い
ま
だ
大
き
な
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
て
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
２
０
０
２
年
当
時
ほ
と
ん
ど
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
、
結
核
な
ど
の
感
染
症
へ
の
対
処
は
、
常
に

国
際
社
会
の
大
き
な
関
心
事
項
で
あ
っ
た
。
２
０
０
０

年
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｇ
８
）
で
は
、
感
染
症
対

策
が
主
要
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
エ
イ
ズ
・

結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
略
称
：
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ

ン
ド
）
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド

の
お
か
げ
で
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
４
４
０
０
万
人
の

人
々
の
命
が
救
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
２
０
０
２

年
11
月
に
は
中
国
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
発
生
し
、
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
新
興
感

染
症
の
恐
ろ
し
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。
し
か
し
、
比
較

的
短
期
間
で
封
じ
込
め
に
成
功
し
た
た
め
、
継
続
的
な
関

心
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
２
０
１
５
年
に
採
択
さ
れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
特
定
化
し
た
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
、
こ
の
20
年
間
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
大
き
く
進

展
し
た
。
２
０
０
２
年
の
世
界
全
体
の
年
間
航
空
旅
客

数
は
16
億
人
程
度
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
に
は
３

倍
近
い
46
億
人
と
な
っ
た
。
世
界
中
の
人
々
が
至
る
所

を
飛
び
回
る
状
況
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

自
然
が
人
間
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
時
代
に
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中
国
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
兆
４
６
５
８
億
ド
ル
で
あ
り
、

当
時
の
日
本
の
３
分
の
１
強
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
０

年
に
は
日
本
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
抜
き
、
今
や
日
本
の
３

倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
も
21
世
紀
に
入
っ
て
高
成
長
を
示
す

よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
０
０
年
９
月
に
国
連
が
ま

と
め
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：

M
illennium

 D
evelopm

ent G
oals

）
で
は
、
１

日
１
・
25
ド
ル
以
下
で
暮
ら
す
貧
困
人
口
の
割
合
を

２
０
１
５
年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
と
い
う
野
心
的
な

目
標
を
掲
げ
て
い
た
。
当
初
は
実
現
困
難
か
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
私
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
を
拝
命
し
た

２
０
１
２
年
当
時
、
世
界
の
援
助
関
係
者
が
高
揚
感

を
持
っ
て
「
実
現
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
達
成
感
が
、

よ
り
野
心
的
な
目
標
に
つ
な
が
り
、
２
０
１
５
年
に

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：Sustainable 

D
evelopm

ent G
oals

）
が
合
意
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
20
年
で
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う
地
理
概
念

も
登
場
し
た
。
こ
の
言
葉
を
世
界
的
に
流
布
さ
せ
た
最

大
の
貢
献
者
は
、
安
倍
晋
三
元
首
相
で
あ
る
。
私
が
退

任
後
の
安
倍
元
首
相
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
際
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
時

期
を
尋
ね
る
と
、
小
泉
政
権
の
官
房
副
長
官
時
代
と
の

答
え
で
あ
っ
た
。
第
１
次
政
権
末
期
に
イ
ン
ド
の
国
会

で
行
っ
た
演
説
で
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
と
い
う
２
つ

の
海
の
交
わ
り
（Confluence

of the T
w
o Seas

）
を

強
調
し
た
の
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
２
０
１
６

年
に
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
で
行
わ
れ
た
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
で
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ
Ｏ

Ｉ
Ｐ
：Free and O

pen Indo-Pacific

）」
の
構
想
の
端

緒
と
な
る
演
説
を
行
っ
て
い
る
。

　
日
本
に
い
る
と
実
感
が
湧
か
な
い
が
、
こ
の
20
年
は

世
界
全
体
で
見
れ
ば
大
変
な
高
度
成
長
の
時
代
で
あ
っ

た
。
２
０
０
２
年
当
時
、
日
本
は
東
ア
ジ
ア
を
自
ら
を

包
含
す
る
地
域
と
し
て
い
た
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

地
域
の
経
済
成
長
を
背
景
に
、
こ
の
20
年
で
対
象
地
域

　
経
団
連
が
統
合
し
た
20
年
前
を
振
り
返
る
と
、
当
時

も
世
界
は
激
動
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
で
、
国
家
の
影
響
力
は
相

対
的
に
低
下
し
、
非
国
家
主
体
の
能
力
が
向
上
し
た
。

２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で

は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
前
代
未
聞
の
攻
撃
が
行
わ
れ
、
３
０
０
０

人
近
く
の
死
者
、
2
万
５
千
人
以
上
の
負
傷
者
が
出
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
テ
ロ
と
の
戦
争
に
全
力
を
挙
げ
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
政
権
や
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ

ン
政
権
を
崩
壊
さ
せ
、
21
世
紀
は
「
テ
ロ
の
世
紀
」
で

あ
る
と
も
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
20
年
で
ア
ル
カ
ー
イ

ダ
や
Ｉ
Ｓ
I
Ｌ（
イ
ス
ラ
ム
国
）
の
勢
力
は
低
下
し
た
も

の
の
、
未
だ
武
装
集
団
の
活
動
に
よ
る
安
全
保
障
上
の

脅
威
が
続
い
て
い
る
。

　
一
方
、
20
年
前
と
比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
点
も
数

多
く
あ
る
。
特
に
中
国
の
驚
異
的
な
経
済
発
展
は
、
最

も
目
を
見
張
る
も
の
で
あ
る
。
２
０
０
２
年
に
お
け
る

国
際
社
会
の
歴
史
と
展
望

国
際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）理
事
長
　
田た

な
か中

明あ
き
ひ
こ彦

基調講演

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

目
覚
ま
し
い
経
済
成
長

イ
ン
ド
太
平
洋
と
い
う
地
理
概
念
の
登
場
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が
イ
ン
ド
太
平
洋
に
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
が
、
新
た
な

地
理
概
念
が
形
成
さ
れ
た
背
景
で
あ
る
。

　
当
然
、こ
う
し
た
現
象
は
多
く
の
人
々
が
気
付
く
と
こ

ろ
に
な
る
。
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
は
、
２
０
１
３

年
に
「
一
帯
一
路
」
と
い
う
構
想
を
打
ち
出
し
、
各
地

で
積
極
的
な
イ
ン
フ
ラ
建
設
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
中
国
の
積
極
姿
勢
は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お

け
る
日
本
領
海
へ
の
中
国
海
警
船
の
侵
入
や
、
南
シ
ナ

海
に
お
け
る
人
工
島
の
埋
め
立
て
、
軍
事
施
設
の
建
設
、

イ
ン
ド
洋
へ
の
海
軍
活
動
の
展
開
な
ど
を
伴
い
、
各
地

で
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
呼
び
起
こ
し
た
。
そ
の
結
果
、

イ
ン
ド
太
平
洋
は
将
来
的
に
有
望
な
市
場
で
あ
る
と
と

も
に
、
安
全
保
障
上
の
懸
念
を
も
含
む
戦
略
的
な
地
域

と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。
今
や
イ
ン
ド
太
平

洋
と
い
う
地
理
概
念
は
、
米
国
や
豪
州
を
は
じ
め
、
世

界
各
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
０
２
年
当
時
、
現
在
ほ
ど
危
機
認
識
が
な
か
っ
た

の
は
、
気
候
変
動
で
あ
る
。
１
９
９
２
年
、
国
連
で
気

候
変
動
枠
組
条
約
が
成
立
、
１
９
９
７
年
に
京
都
議
定

書
が
採
択
さ
れ
、
日
本
を
含
む
先
進
国
は
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
目
標
を
設
定
し
た
。
し
か
し
、
当

時
最
大
の
排
出
国
だ
っ
た
米
国
は
こ
こ
か
ら
離
脱
し
、

途
上
国
に
は
何
の
義
務
も
課
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

は
累
次
の
報
告
書
で
、
人
間
の
活
動
が
気
候
変
動
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
い
う
証
拠
を
示

し
た
。
気
候
変
動
由
来
の
災
害
が
顕
著
に
増
え
た
こ
と

も
、
世
界
中
の
人
々
に
実
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
２
０
１
５
年
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
で
合
意
さ
れ
た
パ
リ
協
定
で

は
、
地
球
全
体
の
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
に
比
べ

２
℃
未
満
に
保
つ
と
と
も
に
、
１.
５
℃
に
抑
え
る
よ

う
努
力
す
る
こ
と
を
国
際
社
会
の
目
標
と
し
た
。
し
か

し
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
研
究
に
よ
っ
て
２
℃
未
満
で
も
甚
大

な
被
害
が
出
る
推
計
が
示
さ
れ
、
２
０
２
１
年
の
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
で
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
ネ
ッ

ト
排
出
量
を
ゼ
ロ
に
し
て
、
気
温
上
昇
を
１.
５
℃
未
満

に
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
。日
本
を
含
む
多
く
の
国
々

は
、
こ
れ
に
沿
っ
た
国
別
目
標
を
決
定
し
た
が
、
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
の
大
排
出
国
は
、い
ま
だ
大
き
な
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
て
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
２
０
０
２
年
当
時
ほ
と
ん
ど
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
、
結
核
な
ど
の
感
染
症
へ
の
対
処
は
、
常
に

国
際
社
会
の
大
き
な
関
心
事
項
で
あ
っ
た
。
２
０
０
０

年
の
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｇ
８
）
で
は
、
感
染
症
対

策
が
主
要
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
エ
イ
ズ
・

結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
略
称
：
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ

ン
ド
）
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド

の
お
か
げ
で
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
４
４
０
０
万
人
の

人
々
の
命
が
救
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
２
０
０
２

年
11
月
に
は
中
国
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
あ
る

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
発
生
し
、
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
新
興
感

染
症
の
恐
ろ
し
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。
し
か
し
、
比
較

的
短
期
間
で
封
じ
込
め
に
成
功
し
た
た
め
、
継
続
的
な
関

心
に
は
繋
が
ら
な
か
っ
た
。
２
０
１
５
年
に
採
択
さ
れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
特
定
化
し
た
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
一
方
、
こ
の
20
年
間
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
大
き
く
進

展
し
た
。
２
０
０
２
年
の
世
界
全
体
の
年
間
航
空
旅
客

数
は
16
億
人
程
度
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
に
は
３

倍
近
い
46
億
人
と
な
っ
た
。
世
界
中
の
人
々
が
至
る
所

を
飛
び
回
る
状
況
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

自
然
が
人
間
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
時
代
に
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中
国
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
兆
４
６
５
８
億
ド
ル
で
あ
り
、

当
時
の
日
本
の
３
分
の
１
強
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
０

年
に
は
日
本
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
抜
き
、
今
や
日
本
の
３

倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

　
中
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な

ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
も
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
、
ア

フ
リ
カ
諸
国
も
21
世
紀
に
入
っ
て
高
成
長
を
示
す

よ
う
に
な
っ
た
。
２
０
０
０
年
９
月
に
国
連
が
ま

と
め
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：

M
illennium

 D
evelopm

ent G
oals

）
で
は
、
１

日
１
・
25
ド
ル
以
下
で
暮
ら
す
貧
困
人
口
の
割
合
を

２
０
１
５
年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
と
い
う
野
心
的
な

目
標
を
掲
げ
て
い
た
。
当
初
は
実
現
困
難
か
と
言
わ

れ
て
い
た
が
、
私
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
を
拝
命
し
た

２
０
１
２
年
当
時
、
世
界
の
援
助
関
係
者
が
高
揚
感

を
持
っ
て
「
実
現
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
」
と

語
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の
達
成
感
が
、

よ
り
野
心
的
な
目
標
に
つ
な
が
り
、
２
０
１
５
年
に

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：Sustainable 

D
evelopm

ent G
oals

）
が
合
意
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
20
年
で
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
と
い
う
地
理
概
念

も
登
場
し
た
。
こ
の
言
葉
を
世
界
的
に
流
布
さ
せ
た
最

大
の
貢
献
者
は
、
安
倍
晋
三
元
首
相
で
あ
る
。
私
が
退

任
後
の
安
倍
元
首
相
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
際
、

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
時

期
を
尋
ね
る
と
、
小
泉
政
権
の
官
房
副
長
官
時
代
と
の

答
え
で
あ
っ
た
。
第
１
次
政
権
末
期
に
イ
ン
ド
の
国
会

で
行
っ
た
演
説
で
、
太
平
洋
と
イ
ン
ド
洋
と
い
う
２
つ

の
海
の
交
わ
り
（Confluence

of the T
w
o Seas

）
を

強
調
し
た
の
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
２
０
１
６

年
に
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
で
行
わ
れ
た
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
で
は
、「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ
Ｏ

Ｉ
Ｐ
：Free and O

pen Indo-Pacific

）」
の
構
想
の
端

緒
と
な
る
演
説
を
行
っ
て
い
る
。

　
日
本
に
い
る
と
実
感
が
湧
か
な
い
が
、
こ
の
20
年
は

世
界
全
体
で
見
れ
ば
大
変
な
高
度
成
長
の
時
代
で
あ
っ

た
。
２
０
０
２
年
当
時
、
日
本
は
東
ア
ジ
ア
を
自
ら
を

包
含
す
る
地
域
と
し
て
い
た
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

地
域
の
経
済
成
長
を
背
景
に
、
こ
の
20
年
で
対
象
地
域

　
経
団
連
が
統
合
し
た
20
年
前
を
振
り
返
る
と
、
当
時

も
世
界
は
激
動
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
で
、
国
家
の
影
響
力
は
相

対
的
に
低
下
し
、
非
国
家
主
体
の
能
力
が
向
上
し
た
。

２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で

は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
前
代
未
聞
の
攻
撃
が
行
わ
れ
、
３
０
０
０

人
近
く
の
死
者
、
2
万
５
千
人
以
上
の
負
傷
者
が
出
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
テ
ロ
と
の
戦
争
に
全
力
を
挙
げ
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
政
権
や
イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ

ン
政
権
を
崩
壊
さ
せ
、
21
世
紀
は
「
テ
ロ
の
世
紀
」
で

あ
る
と
も
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
20
年
で
ア
ル
カ
ー
イ

ダ
や
Ｉ
Ｓ
I
Ｌ（
イ
ス
ラ
ム
国
）
の
勢
力
は
低
下
し
た
も

の
の
、
未
だ
武
装
集
団
の
活
動
に
よ
る
安
全
保
障
上
の

脅
威
が
続
い
て
い
る
。

　
一
方
、
20
年
前
と
比
べ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
点
も
数

多
く
あ
る
。
特
に
中
国
の
驚
異
的
な
経
済
発
展
は
、
最

も
目
を
見
張
る
も
の
で
あ
る
。
２
０
０
２
年
に
お
け
る

国
際
社
会
の
歴
史
と
展
望

国
際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）理
事
長
　
田た

な
か中

明あ
き
ひ
こ彦

基調講演

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

目
覚
ま
し
い
経
済
成
長

イ
ン
ド
太
平
洋
と
い
う
地
理
概
念
の
登
場
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社
会
は
弱
肉
強
食
が
常
態
で
あ
る
戦
争
状
態
に
陥
り
か
ね

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
軍
は
東
部
と
南
部
で
劣
勢
に
陥
り
、

そ
れ
を
挽ば

ん
か
い回
す
べ
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
生
用
イ
ン
フ
ラ

を
狙
う
と
い
う
、
現
在
も
国
際
法
に
違
反
し
た
作
戦
を

取
っ
て
い
る
。
今
後
の
展
開
は
予
測
が
難
し
い
も
の
の
、

ロ
シ
ア
内
部
で
急
激
な
政
変
が
起
き
な
い
限
り
、
戦
争

は
続
く
。
ロ
シ
ア
へ
の
対
処
は
、
今
後
も
国
際
秩
序
に

と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
の
戦
争
で
ロ
シ

ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
相
手
に
消
耗
戦
を
強
い
ら
れ
、
経

済
制
裁
の
中
で
弱
体
化
が
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
世
界
政
治
の
焦
点
は
、
中
国
の
動
向
で
あ
る
。
中

国
は
台
湾
海
峡
で
頻
繁
に
軍
事
演
習
を
繰
り
返
し
、

２
０
２
２
年
10
月
に
行
わ
れ
た
第
20
回
共
産
党
大
会
に

お
い
て
習
近
平
総
書
記
は
、
台
湾
海
峡
で
の
武
力
行
使

を
放
棄
し
な
い
姿
勢
を
示
し
た
。
同
時
期
に
バ
イ
デ
ン

政
権
は
、
初
め
て
国
家
安
全
保
障
戦
略
を
発
表
し
た
が
、

そ
の
中
で
中
国
が
唯
一
の
競
争
者
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
冷
戦
時
代
、
米
ソ
が
最
重
視
し
た
対
決
の
舞
台
は
欧

州
で
あ
り
、
そ
の
象
徴
が
ベ
ル
リ
ン
の
壁
で
あ
っ
た
。

あ
え
て
現
代
を
冷
戦
時
代
と
対
比
す
る
と
、
か
つ
て
の

米
ソ
対
決
に
あ
た
る
も
の
が
米
中
対
立
で
あ
る
。
そ
の

対
決
の
舞
台
は
欧
州
で
は
な
く
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で

あ
り
、
対
決
の
象
徴
は
ベ
ル
リ
ン
で
は
な
く
台
湾
海
峡

な
の
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
を
、
冷
戦
時
代

の
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
類
す
る
も
の
と
み
な

せ
ば
、
台
湾
海
峡
を
巡
っ
て
戦
争
が
起
き
る
こ
と
は
何

と
し
て
も
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
戦
争
に
よ
っ
て

得
る
も
の
は
な
い
」
と
中
国
に
認
識
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

は
、
抑
止
と
経
済
関
係
で
あ
る
。

　
気
候
変
動
由
来
の
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
模
索
す
る
最
中

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
戦
争
が
起
こ
り
、
資
源
価
格
の
上
昇

や
食
料
・
肥
料
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
飢
餓
に
苦
し
む

人
々
が
増
加
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
を
抑
え
よ
う
と
す

る
金
融
政
策
が
世
界
的
な
金
利
上
昇
を
も
た
ら
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
傷
ん
だ
経
済
の
債
務
問
題
を
悪

化
さ
せ
、
さ
ら
に
政
治
不
安
を
招
い
て
い
る
。
自
然
と

人
間
と
の
間
の
シ
ス
テ
ム
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
次
々

と
課
題
が
生
ま
れ
る
中
、
人
間
同
士
が
生
み
出
す
課
題

へ
の
対
処
を
優
先
す
る
と
、
自
然
と
の
関
係
で
生
じ
る

課
題
の
解
決
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
の
世
界
は
複
合
的
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
こ
の
複
合
的
危
機
は
、
人
類
全
体
に
と
っ
て

の
安
全
保
障
の
危
機
だ
と
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
人

間
の
安
全
保
障
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
）
と
い

う
言
葉
は
、
１
９
９
４
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
国
連
開
発
計

画
）
が
『
人
間
開
発
報
告
書
』
の
中
で
初
め
て
提
示
し

た
概
念
で
あ
る
。
人
間
一
人
ひ
と
り
に
着
目
し
て
、
人
々

が
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
ず
、
貧
困
に
苦
し
む
こ
と
な
く
、
人

と
し
て
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
同
様
の
発
想
は
、

近
代
の
政
治
思
想
の
中
で
脈
々
と
続
い
て
お
り
、
例
え

ば
日
本
国
憲
法
で
も
、
全
世
界
の
国
民
が
恐
怖
と
欠
乏

か
ら
免
れ
る
べ
き
だ
と
確
認
し
て
い
る
。

　
社
会
契
約
的
な
発
想
に
よ
る
統
治
の
考
え
方
に
は
、

恐
怖
と
欠
乏
か
ら
自
由
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
含
ま

れ
て
い
た
。
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』

で
、
秩
序
を
保
ち
人
間
の
安
全
保
障
を
保
つ
た
め
に
国

家
権
力
、
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
必
要
性
を
説
い
た
。
し

か
し
、
国
家
が
専
制
主
義
者
に
支
配
さ
れ
る
と
、
圧
政

に
よ
っ
て
人
間
の
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
起

こ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
、
均
衡

と
抑
制
を
持
っ
た
自
由
主
義
的
な
民
主
制
で
あ
っ
た
。

　
人
間
の
安
全
保
障
へ
の
脅
威
は
、
無
秩
序
や
単
独
の

圧
政
者
だ
け
で
は
な
く
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う

に
他
国
か
ら
の
侵
略
が
あ
る
。
外
敵
か
ら
人
間
の
安
全

保
障
を
守
り
、
経
済
発
展
の
実
現
で
貧
困
を
な
く
し
、

社
会
保
障
を
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
財
政
・

金
融
政
策
に
よ
っ
て
恐
慌
を
防
ぎ
、
欠
乏
か
ら
の
自
由

を
達
成
す
る
こ
と
が
、
国
家
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
一
国
家
だ
け
で
人
間
の
安
全
保
障
が
守
れ

国
家
間
の
共
創
で

安
全
保
障
上
の
複
合
的
危
機
を
解
決
へ
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を
ほ
ぼ
3
カ
月
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
育
て
上
げ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
産
業
革
命
以
降
、
人
間
の
活
動
が
気
候
と
い
う
物
理

シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
与
え
、
物
理
シ
ス
テ
ム
の
挙
動
変

化
に
よ
っ
て
人
間
の
活
動
が
大
き
く
影
響
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
地
球
史
の
中
で
現
代
は
「
完
新
世
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
最
近
で
は
こ
れ
を
「
人
新
世
」
と

呼
ぶ
べ
き
と
の
見
解
が
あ
る
。
ま
さ
に
人
が
物
理
的
自

然
に
決
定
的
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
反

映
し
て
い
る
。

　
歴
史
上
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
何
度
も
発
生
し
て
い
る
。

21
世
紀
初
頭
、
医
学
の
発
達
に
よ
っ
て
感
染
症
は
克
服

さ
れ
た
と
の
認
識
が
広
ま
り
か
け
た
が
、
人
と
地
球
の

生
命
シ
ス
テ
ム
間
の
相
互
作
用
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に

制
御
で
き
な
い
こ
と
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

20
年
前
よ
り
さ
ら
に
、
自
然
を
相
手
に
し
た
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
は
、

人
間
を
相
手
に
し
た
課
題
に
、
よ
り
強
い
関
心
を
持
つ

傾
向
が
あ
る
。

　
21
世
紀
初
頭
の
国
際
政
治
に
お
け
る
最
大
の
変
化
は
、

中
国
の
台
頭
で
あ
る
。
米
国
や
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

民
主
主
義
諸
国
は
、
民
主
化
の
期
待
か
ら
中
国
の
経
済

発
展
を
支
援
す
る
関
与
政
策
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
凌り

ょ
う
が駕
し
た
あ
た
り
か
ら
、
中
国
は
鄧

小
平
が
支
持
し
た
「
韜と

う
こ
う
よ
う
か
い

光
養
晦
」
の
対
外
行
動
を
変
化

さ
せ
、
尖
閣
方
面
で
の
海
警
船
の
活
動
や
巨
大
な
軍
事

力
の
整
備
と
い
っ
た
積
極
的
な
自
己
主
張
を
示
す
よ
う

に
な
っ
た
。
中
国
が
公
表
す
る
国
防
費
は
、
今
や
日
本

の
４
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
の
第
19
回

共
産
党
大
会
に
お
い
て
習
近
平
総
書
記
は
、「
中
国
は
、

他
の
途
上
国
の
現
代
化
の
た
め
の
新
し
い
ル
ー
ト
を
切

り
開
い
た
」
と
指
摘
し
、
中
国
モ
デ
ル
の
優
越
性
を
主

張
し
て
い
る
。
中
国
か
ら
の
脅
威
に
対
処
す
べ
く
、
米

国
は
こ
れ
ま
で
の
関
与
政
策
を
変
更
し
、
一
方
で
は
中

国
へ
の
先
進
技
術
の
移
転
を
止
め
、
他
方
で
中
国
共
産

党
の
反
自
由
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
危
険
性
を
強
調
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
米
中
対
立
の
様
相
が
高
ま
る
中
で
発
生
し
た
の
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
直
面
す
る
中
で
、
米
中
は
協
調
す
る
よ
り
も
か
え
っ

て
対
決
を
強
め
た
。
中
国
は
、
南
シ
ナ
海
で
ベ
ト
ナ
ム

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
船
舶
に
対
決
姿
勢
を
示
し
、
感
染
源

の
調
査
を
提
案
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
は
貿

易
面
で
制
裁
を
課
し
た
。
イ
ン
ド
と
は
、
国
境
紛
争
で

死
者
を
出
す
ま
で
に
至
っ
た
。
２
０
２
０
年
６
月
末
に

は
香
港
に
お
け
る
自
由
を
著
し
く
制
約
し
、
事
実
上
一

国
二
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
「
香
港
安
全
維
持
法
」
を
成

立
さ
せ
た
。
２
０
２
０
年
の
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
た

バ
イ
デ
ン
政
権
も
、
中
国
政
策
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
打
ち
出
し
た
政
策
を
維
持
・
強
化
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
は
２
０
２
１
年
春
頃
か
ら
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
威
嚇
の
姿
勢
を
示
し
始
め
た
。
バ
イ
デ
ン
大

統
領
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
談
し
、
い
っ
た
ん
は
動
き

が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
も
の
の
、
秋
に
入
っ

て
再
び
軍
勢
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
周
辺
に
集
結
さ
せ
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
の
度
々
の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
特
殊
軍
事
作

戦
と
い
う
国
際
法
に
反
す
る
侵
略
を
開
始
し
た
。

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
当
初
、
数
日
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政

権
を
崩
壊
さ
せ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
を
ほ
ぼ
戦
う
こ
と
な

く
制
圧
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
の
頑
強
な
抵
抗
と
ロ
シ
ア
軍
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
国
際
社
会
に
と
っ
て
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
侵
略
が
短
期
間
で
成
功
す
る
な
ら
、
国
際

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
す
る
中
で
米
中
は
協
調
よ
り
対
決
を
強
め
た

自
然
由
来
、
人
間
由
来
の
複
合
的
危
機
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社
会
は
弱
肉
強
食
が
常
態
で
あ
る
戦
争
状
態
に
陥
り
か
ね

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
軍
は
東
部
と
南
部
で
劣
勢
に
陥
り
、

そ
れ
を
挽ば

ん
か
い回
す
べ
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
生
用
イ
ン
フ
ラ

を
狙
う
と
い
う
、
現
在
も
国
際
法
に
違
反
し
た
作
戦
を

取
っ
て
い
る
。
今
後
の
展
開
は
予
測
が
難
し
い
も
の
の
、

ロ
シ
ア
内
部
で
急
激
な
政
変
が
起
き
な
い
限
り
、
戦
争

は
続
く
。
ロ
シ
ア
へ
の
対
処
は
、
今
後
も
国
際
秩
序
に

と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
の
戦
争
で
ロ
シ

ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
相
手
に
消
耗
戦
を
強
い
ら
れ
、
経

済
制
裁
の
中
で
弱
体
化
が
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
世
界
政
治
の
焦
点
は
、
中
国
の
動
向
で
あ
る
。
中

国
は
台
湾
海
峡
で
頻
繁
に
軍
事
演
習
を
繰
り
返
し
、

２
０
２
２
年
10
月
に
行
わ
れ
た
第
20
回
共
産
党
大
会
に

お
い
て
習
近
平
総
書
記
は
、
台
湾
海
峡
で
の
武
力
行
使

を
放
棄
し
な
い
姿
勢
を
示
し
た
。
同
時
期
に
バ
イ
デ
ン

政
権
は
、
初
め
て
国
家
安
全
保
障
戦
略
を
発
表
し
た
が
、

そ
の
中
で
中
国
が
唯
一
の
競
争
者
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
冷
戦
時
代
、
米
ソ
が
最
重
視
し
た
対
決
の
舞
台
は
欧

州
で
あ
り
、
そ
の
象
徴
が
ベ
ル
リ
ン
の
壁
で
あ
っ
た
。

あ
え
て
現
代
を
冷
戦
時
代
と
対
比
す
る
と
、
か
つ
て
の

米
ソ
対
決
に
あ
た
る
も
の
が
米
中
対
立
で
あ
る
。
そ
の

対
決
の
舞
台
は
欧
州
で
は
な
く
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で

あ
り
、
対
決
の
象
徴
は
ベ
ル
リ
ン
で
は
な
く
台
湾
海
峡

な
の
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
を
、
冷
戦
時
代

の
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
類
す
る
も
の
と
み
な

せ
ば
、
台
湾
海
峡
を
巡
っ
て
戦
争
が
起
き
る
こ
と
は
何

と
し
て
も
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
戦
争
に
よ
っ
て

得
る
も
の
は
な
い
」
と
中
国
に
認
識
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

は
、
抑
止
と
経
済
関
係
で
あ
る
。

　
気
候
変
動
由
来
の
災
害
が
頻
発
す
る
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
模
索
す
る
最
中

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
戦
争
が
起
こ
り
、
資
源
価
格
の
上
昇

や
食
料
・
肥
料
の
供
給
不
足
に
よ
っ
て
飢
餓
に
苦
し
む

人
々
が
増
加
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
を
抑
え
よ
う
と
す

る
金
融
政
策
が
世
界
的
な
金
利
上
昇
を
も
た
ら
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
傷
ん
だ
経
済
の
債
務
問
題
を
悪

化
さ
せ
、
さ
ら
に
政
治
不
安
を
招
い
て
い
る
。
自
然
と

人
間
と
の
間
の
シ
ス
テ
ム
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
次
々

と
課
題
が
生
ま
れ
る
中
、
人
間
同
士
が
生
み
出
す
課
題

へ
の
対
処
を
優
先
す
る
と
、
自
然
と
の
関
係
で
生
じ
る

課
題
の
解
決
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
の
世
界
は
複
合
的
危
機
に
直
面
し

て
い
る
。
こ
の
複
合
的
危
機
は
、
人
類
全
体
に
と
っ
て

の
安
全
保
障
の
危
機
だ
と
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
人

間
の
安
全
保
障
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
）
と
い

う
言
葉
は
、
１
９
９
４
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
国
連
開
発
計

画
）
が
『
人
間
開
発
報
告
書
』
の
中
で
初
め
て
提
示
し

た
概
念
で
あ
る
。
人
間
一
人
ひ
と
り
に
着
目
し
て
、
人
々

が
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
ず
、
貧
困
に
苦
し
む
こ
と
な
く
、
人

と
し
て
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
同
様
の
発
想
は
、

近
代
の
政
治
思
想
の
中
で
脈
々
と
続
い
て
お
り
、
例
え

ば
日
本
国
憲
法
で
も
、
全
世
界
の
国
民
が
恐
怖
と
欠
乏

か
ら
免
れ
る
べ
き
だ
と
確
認
し
て
い
る
。

　
社
会
契
約
的
な
発
想
に
よ
る
統
治
の
考
え
方
に
は
、

恐
怖
と
欠
乏
か
ら
自
由
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
含
ま

れ
て
い
た
。
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
は
『
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』

で
、
秩
序
を
保
ち
人
間
の
安
全
保
障
を
保
つ
た
め
に
国

家
権
力
、
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
必
要
性
を
説
い
た
。
し

か
し
、
国
家
が
専
制
主
義
者
に
支
配
さ
れ
る
と
、
圧
政

に
よ
っ
て
人
間
の
安
全
保
障
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
が
起

こ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
、
均
衡

と
抑
制
を
持
っ
た
自
由
主
義
的
な
民
主
制
で
あ
っ
た
。

　
人
間
の
安
全
保
障
へ
の
脅
威
は
、
無
秩
序
や
単
独
の

圧
政
者
だ
け
で
は
な
く
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う

に
他
国
か
ら
の
侵
略
が
あ
る
。
外
敵
か
ら
人
間
の
安
全

保
障
を
守
り
、
経
済
発
展
の
実
現
で
貧
困
を
な
く
し
、

社
会
保
障
を
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
切
な
財
政
・

金
融
政
策
に
よ
っ
て
恐
慌
を
防
ぎ
、
欠
乏
か
ら
の
自
由

を
達
成
す
る
こ
と
が
、
国
家
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
一
国
家
だ
け
で
人
間
の
安
全
保
障
が
守
れ

国
家
間
の
共
創
で

安
全
保
障
上
の
複
合
的
危
機
を
解
決
へ
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を
ほ
ぼ
3
カ
月
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
育
て
上
げ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
産
業
革
命
以
降
、
人
間
の
活
動
が
気
候
と
い
う
物
理

シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
与
え
、
物
理
シ
ス
テ
ム
の
挙
動
変

化
に
よ
っ
て
人
間
の
活
動
が
大
き
く
影
響
を
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
地
球
史
の
中
で
現
代
は
「
完
新
世
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
が
、
最
近
で
は
こ
れ
を
「
人
新
世
」
と

呼
ぶ
べ
き
と
の
見
解
が
あ
る
。
ま
さ
に
人
が
物
理
的
自

然
に
決
定
的
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
反

映
し
て
い
る
。

　
歴
史
上
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
何
度
も
発
生
し
て
い
る
。

21
世
紀
初
頭
、
医
学
の
発
達
に
よ
っ
て
感
染
症
は
克
服

さ
れ
た
と
の
認
識
が
広
ま
り
か
け
た
が
、
人
と
地
球
の

生
命
シ
ス
テ
ム
間
の
相
互
作
用
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に

制
御
で
き
な
い
こ
と
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

20
年
前
よ
り
さ
ら
に
、
自
然
を
相
手
に
し
た
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
は
、

人
間
を
相
手
に
し
た
課
題
に
、
よ
り
強
い
関
心
を
持
つ

傾
向
が
あ
る
。

　
21
世
紀
初
頭
の
国
際
政
治
に
お
け
る
最
大
の
変
化
は
、

中
国
の
台
頭
で
あ
る
。
米
国
や
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

民
主
主
義
諸
国
は
、
民
主
化
の
期
待
か
ら
中
国
の
経
済

発
展
を
支
援
す
る
関
与
政
策
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
凌り

ょ
う
が駕

し
た
あ
た
り
か
ら
、
中
国
は
鄧

小
平
が
支
持
し
た
「
韜と

う
こ
う
よ
う
か
い

光
養
晦
」
の
対
外
行
動
を
変
化

さ
せ
、
尖
閣
方
面
で
の
海
警
船
の
活
動
や
巨
大
な
軍
事

力
の
整
備
と
い
っ
た
積
極
的
な
自
己
主
張
を
示
す
よ
う

に
な
っ
た
。
中
国
が
公
表
す
る
国
防
費
は
、
今
や
日
本

の
４
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
の
第
19
回

共
産
党
大
会
に
お
い
て
習
近
平
総
書
記
は
、「
中
国
は
、

他
の
途
上
国
の
現
代
化
の
た
め
の
新
し
い
ル
ー
ト
を
切

り
開
い
た
」
と
指
摘
し
、
中
国
モ
デ
ル
の
優
越
性
を
主

張
し
て
い
る
。
中
国
か
ら
の
脅
威
に
対
処
す
べ
く
、
米

国
は
こ
れ
ま
で
の
関
与
政
策
を
変
更
し
、
一
方
で
は
中

国
へ
の
先
進
技
術
の
移
転
を
止
め
、
他
方
で
中
国
共
産

党
の
反
自
由
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
危
険
性
を
強
調
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
米
中
対
立
の
様
相
が
高
ま
る
中
で
発
生
し
た
の
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
直
面
す
る
中
で
、
米
中
は
協
調
す
る
よ
り
も
か
え
っ

て
対
決
を
強
め
た
。
中
国
は
、
南
シ
ナ
海
で
ベ
ト
ナ
ム

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
船
舶
に
対
決
姿
勢
を
示
し
、
感
染
源

の
調
査
を
提
案
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
し
て
は
貿

易
面
で
制
裁
を
課
し
た
。
イ
ン
ド
と
は
、
国
境
紛
争
で

死
者
を
出
す
ま
で
に
至
っ
た
。
２
０
２
０
年
６
月
末
に

は
香
港
に
お
け
る
自
由
を
著
し
く
制
約
し
、
事
実
上
一

国
二
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
「
香
港
安
全
維
持
法
」
を
成

立
さ
せ
た
。
２
０
２
０
年
の
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
た

バ
イ
デ
ン
政
権
も
、
中
国
政
策
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ン
プ

政
権
が
打
ち
出
し
た
政
策
を
維
持
・
強
化
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
は
２
０
２
１
年
春
頃
か
ら
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
威
嚇
の
姿
勢
を
示
し
始
め
た
。
バ
イ
デ
ン
大

統
領
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
談
し
、
い
っ
た
ん
は
動
き

が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
も
の
の
、
秋
に
入
っ

て
再
び
軍
勢
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
周
辺
に
集
結
さ
せ
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
の
度
々
の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
特
殊
軍
事
作

戦
と
い
う
国
際
法
に
反
す
る
侵
略
を
開
始
し
た
。

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
当
初
、
数
日
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政

権
を
崩
壊
さ
せ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
を
ほ
ぼ
戦
う
こ
と
な

く
制
圧
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
の
頑
強
な
抵
抗
と
ロ
シ
ア
軍
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
国
際
社
会
に
と
っ
て
は
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
侵
略
が
短
期
間
で
成
功
す
る
な
ら
、
国
際

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
直
面
す
る
中
で
米
中
は
協
調
よ
り
対
決
を
強
め
た

自
然
由
来
、
人
間
由
来
の
複
合
的
危
機
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現
在
の
世
界
は
、
人
間
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
今
世

紀
最
大
の
危
機
の
最
中
に
あ
る
。
権
威
主
義
体
制
や
専

制
政
治
の
弱
点
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
こ
の
時
期
、

自
由
主
義
的
民
主
制
の
優
位
性
を
発
揮
す
る
好
機
で
あ

る
。
巨
大
な
人
間
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
中
国
に
つ
い
て
も
、「
自
由
主
義
陣
営
に
協
調
し

た
方
が
得
で
あ
る
」
と
中
国
に
思
わ
せ
る
だ
け
の
実
績

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

体
制
の
方
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
ロ

シ
ア
で
は
、
最
高
指
導
者
の
決
断
を
誰
も
止
め
ら
れ
ず
、

無
謀
な
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
硬
直
的
な
軍
事
組
織
の
た

め
適
切
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
前
線
に
提
供
で
き
ず
、

効
果
的
な
戦
争
指
導
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

中
国
で
も
、
最
高
指
導
者
に
よ
る
見
通
し
の
立
た
な
い

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
対
策
を
遂
行
し
た
結
果
、
経
済
へ
の
悪
影

響
が
食
い
止
め
ら
れ
て
い
な
い
。
イ
ラ
ン
で
は
、
ヒ
ジ
ャ

ブ
の
着
用
を
め
ぐ
る
抗
議
活
動
が
至
る
と
こ
ろ
で
発
生

し
、
弾
圧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
３
カ
国
の
現
状
は
、
不
適
切
な
政
策
を
決
断
し
た

指
導
者
を
交
代
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
し
な
い
と

い
う
、
専
制
国
家
の
欠
陥
が
も
た
ら
し
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　
英
国
に
お
け
る
最
近
の
混
乱
に
満
ち
た
政
権
交
代
を

見
て
も
、
政
策
が
誤
っ
た
と
分
か
れ
ば
指
導
者
を
迅
速

に
交
代
さ
せ
ら
れ
る
民
主
主
義
の
方
が
、
は
る
か
に
健

全
で
あ
る
と
言
え
る
。
２
０
２
２
年
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
大
統
領
選
挙
で
平
穏
な
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
ケ

ニ
ア
の
大
統
領
選
挙
で
も
僅
差
で
負
け
た
候
補
が
最
高

裁
に
異
議
申
し
立
て
を
し
た
も
の
の
、
最
高
裁
は
選
挙

委
員
会
の
結
果
を
支
持
し
、
負
け
た
候
補
も
潔
く
負
け

を
認
め
た
。
こ
の
よ
う
に
途
上
国
で
も
民
主
主
義
の
改

善
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
民
主
主
義
と
専
制
政
治
と
の
競
争
に
お
い
て
、

自
由
主
義
的
な
民
主
制
に
は
人
間
の
安
全
保
障
上
の
課

題
を
解
決
す
る
力
が
あ
る
と
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
自
国
の
戦
争
に
か
か
り
き
り
で
、
中
国
も
か

つ
て
の
よ
う
に
潤
沢
な
財
政
状
況
に
は
な
く
、
か
え
っ

て
途
上
国
か
ら
資
金
を
引
き
揚
げ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ

う
い
う
時
期
こ
そ
、
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
先
進
国

は
、
途
上
国
に
お
け
る
人
間
の
安
全
保
障
の
改
善
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
示
す
好
機
で
あ
る
。
困
難
な
状
況
の

中
で
も
民
主
主
義
制
度
で
努
力
し
て
い
る
途
上
国
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
十
分
に
民
主
主
義
的
な
制
度
の
も
と
に
な
い
途

上
国
に
つ
い
て
も
、
人
間
の
安
全
保
障
の
改
善
に
役
立

つ
支
援
を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
２
つ
の
陣
営
の
競
争
と
い
う
側
面
が
強
い
現
在
の
国

際
政
治
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
友
好
国
を
増
や
す

こ
と
が
賢
明
で
あ
る
。
十
分
に
民
主
的
で
な
く
と
も
、

あ
る
い
は
同
調
し
な
い
国
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
国
の
人
々

の
安
全
保
障
を
改
善
す
る
た
め
の
協
力
は
行
う
べ
き
で

あ
る
。
頼
り
に
な
る
の
は
自
由
主
義
陣
営
で
あ
る
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
排
除
の
論
理
で
は
な
く
、
連
帯

の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
複
合
的
危
機
は
人
類
全
体
に
と
っ
て
の
安
全
保
障
の
危
機
だ
と
捉
え
る
必
要
が
あ
る
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る
わ
け
で
は
な
い
。
安
全
保
障
へ
の
脅
威
は
、
無
秩
序

状
態
や
単
独
の
圧
制
者
・
侵
略
国
の
み
が
も
た
ら
す
も

の
で
は
な
い
。
自
然
か
ら
の
直
接
的
脅
威
や
、
人
間
の

相
互
作
用
に
よ
る
集
合
現
象
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
。
世
界
的
に
見
れ
ば
、
日
本
は
相
当
程
度

機
能
す
る
国
家
を
保
持
し
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
な
事
態
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
気

候
変
動
被
害
な
ど
か
ら
人
間
の
安
全
保
障
を
守
る
た
め

に
は
、
一
国
の
努
力
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
気
候
変
動
の
深
刻
化
や
感
染
症
、
戦
争
に
よ
る
資
源

価
格
の
高
騰
と
食
料
危
機
、
財
務
状
況
の
悪
化
な
ど
、

ま
さ
に
我
々
は
今
、
人
間
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
の
複

合
的
危
機
の
さ
な
か
に
い
る
。
全
て
の
国
が
気
候
変
動

対
策
に
全
力
を
挙
げ
、
新
た
な
感
染
症
の
発
生
を
防
ぎ
、

戦
争
を
終
息
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
自

然
か
ら
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
へ
の
対
応
よ
り
も
、
他

国
を
支
配
し
て
自
国
民
に
対
す
る
統
制
を
重
視
す
る
指

導
者
が
現
実
に
存
在
す
る
の
が
、
今
の
世
界
で
あ
る
。

万
能
な
処
方
箋
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
い
く
つ
か
の

ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。

　
第
１
に
、
短
期
・
中
期
で
の
最
大
の
脅
威
は
、
台
湾

海
峡
問
題
の
処
理
を
誤
っ
て
第
３
次
世
界
大
戦
が
発
生

し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
発
生
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
の
戦
争
を
は
る
か
に
超
え
る
悪
影
響
が
世
界
中
に

降
り
か
か
る
。
有
効
な
防
衛
対
策
と
と
も
に
、
同
盟
国
・

友
好
国
と
の
間
で
効
果
的
な
抑
止
策
を
立
て
る
こ
と
で
、

中
国
の
指
導
者
に
「
台
湾
の
武
力
統
一
が
可
能
で
あ
る
」

と
思
わ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
米
豪
印
４
カ
国
（
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
）
の
枠
組
み
や
、
欧
州

諸
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
関
与
の
実
現
、
軍
事
技
術
や
軍

事
に
転
用
可
能
な
技
術
の
中
国
へ
の
輸
出
防
止
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
他
方
、
現
段
階
で
中
国
と
世
界
と
の

経
済
的
な
相
互
依
存
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
低
下
さ
せ

る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
中
国
に
と
っ
て
世
界
と
の

経
済
的
連
携
が
重
要
だ
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
抑

止
力
と
並
ん
で
台
湾
海
峡
の
平
和
を
守
る
た
め
に
も
必

要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
第
２
に
、
気
候
変
動
や
感
染
症
対
策
、
極
度
の
貧
困

や
飢
餓
な
ど
の
地
球
的
課
題
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
達
成
の
た
め
継
続
的
に
中
国
に
も
協
力
し
て
も
ら

う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
自
由
主
義
的
な
民
主
制
の
国
々

が
全
面
的
な
協
力
体
制
を
敷
き
、
人
間
の
安
全
保
障
上

の
課
題
に
つ
い
て
実
効
性
の
あ
る
提
案
や
協
力
を
行
う

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
最
近
、
世
界
的
に
民
主
主
義
勢
力
が
退
潮
し
て
い
る

と
の
指
摘
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
し
か
し
、
Ｖ－

Ｄ
ｅ
ｍ

（V
arieties of D

em
ocracy

）
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
１
９
８
２
年
に
お
け
る
自
由
主
義
的
民
主
制
は
24

カ
国
、
広
義
の
民
主
制
で
も
40
カ
国
し
か
な
か
っ
た
が
、

２
０
２
１
年
に
は
自
由
主
義
的
な
民
主
制
は
34
カ
国
、

広
義
の
民
主
主
義
は
89
カ
国
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　
む
し
ろ
後
退
し
て
い
る
の
は
権
威
主
義
体
制
や
専
制

自
由
主
義
的
民
主
制
の
優
位
性
を
示
す
好
機

民主制VS.専制（V-Dem）
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現
在
の
世
界
は
、
人
間
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
今
世

紀
最
大
の
危
機
の
最
中
に
あ
る
。
権
威
主
義
体
制
や
専

制
政
治
の
弱
点
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
こ
の
時
期
、

自
由
主
義
的
民
主
制
の
優
位
性
を
発
揮
す
る
好
機
で
あ

る
。
巨
大
な
人
間
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
中
国
に
つ
い
て
も
、「
自
由
主
義
陣
営
に
協
調
し

た
方
が
得
で
あ
る
」
と
中
国
に
思
わ
せ
る
だ
け
の
実
績

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

体
制
の
方
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
ロ

シ
ア
で
は
、
最
高
指
導
者
の
決
断
を
誰
も
止
め
ら
れ
ず
、

無
謀
な
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
硬
直
的
な
軍
事
組
織
の
た

め
適
切
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
前
線
に
提
供
で
き
ず
、

効
果
的
な
戦
争
指
導
が
で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

中
国
で
も
、
最
高
指
導
者
に
よ
る
見
通
し
の
立
た
な
い

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
対
策
を
遂
行
し
た
結
果
、
経
済
へ
の
悪
影

響
が
食
い
止
め
ら
れ
て
い
な
い
。
イ
ラ
ン
で
は
、
ヒ
ジ
ャ

ブ
の
着
用
を
め
ぐ
る
抗
議
活
動
が
至
る
と
こ
ろ
で
発
生

し
、
弾
圧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
の
３
カ
国
の
現
状
は
、
不
適
切
な
政
策
を
決
断
し
た

指
導
者
を
交
代
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
し
な
い
と

い
う
、
専
制
国
家
の
欠
陥
が
も
た
ら
し
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

　
英
国
に
お
け
る
最
近
の
混
乱
に
満
ち
た
政
権
交
代
を

見
て
も
、
政
策
が
誤
っ
た
と
分
か
れ
ば
指
導
者
を
迅
速

に
交
代
さ
せ
ら
れ
る
民
主
主
義
の
方
が
、
は
る
か
に
健

全
で
あ
る
と
言
え
る
。
２
０
２
２
年
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
大
統
領
選
挙
で
平
穏
な
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、
ケ

ニ
ア
の
大
統
領
選
挙
で
も
僅
差
で
負
け
た
候
補
が
最
高

裁
に
異
議
申
し
立
て
を
し
た
も
の
の
、
最
高
裁
は
選
挙

委
員
会
の
結
果
を
支
持
し
、
負
け
た
候
補
も
潔
く
負
け

を
認
め
た
。
こ
の
よ
う
に
途
上
国
で
も
民
主
主
義
の
改

善
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
民
主
主
義
と
専
制
政
治
と
の
競
争
に
お
い
て
、

自
由
主
義
的
な
民
主
制
に
は
人
間
の
安
全
保
障
上
の
課

題
を
解
決
す
る
力
が
あ
る
と
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
自
国
の
戦
争
に
か
か
り
き
り
で
、
中
国
も
か

つ
て
の
よ
う
に
潤
沢
な
財
政
状
況
に
は
な
く
、
か
え
っ

て
途
上
国
か
ら
資
金
を
引
き
揚
げ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ

う
い
う
時
期
こ
そ
、
自
由
主
義
的
民
主
主
義
の
先
進
国

は
、
途
上
国
に
お
け
る
人
間
の
安
全
保
障
の
改
善
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
示
す
好
機
で
あ
る
。
困
難
な
状
況
の

中
で
も
民
主
主
義
制
度
で
努
力
し
て
い
る
途
上
国
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
十
分
に
民
主
主
義
的
な
制
度
の
も
と
に
な
い
途

上
国
に
つ
い
て
も
、
人
間
の
安
全
保
障
の
改
善
に
役
立

つ
支
援
を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
２
つ
の
陣
営
の
競
争
と
い
う
側
面
が
強
い
現
在
の
国

際
政
治
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
友
好
国
を
増
や
す

こ
と
が
賢
明
で
あ
る
。
十
分
に
民
主
的
で
な
く
と
も
、

あ
る
い
は
同
調
し
な
い
国
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
国
の
人
々

の
安
全
保
障
を
改
善
す
る
た
め
の
協
力
は
行
う
べ
き
で

あ
る
。
頼
り
に
な
る
の
は
自
由
主
義
陣
営
で
あ
る
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
排
除
の
論
理
で
は
な
く
、
連
帯

の
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
複
合
的
危
機
は
人
類
全
体
に
と
っ
て
の
安
全
保
障
の
危
機
だ
と
捉
え
る
必
要
が
あ
る
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る
わ
け
で
は
な
い
。
安
全
保
障
へ
の
脅
威
は
、
無
秩
序

状
態
や
単
独
の
圧
制
者
・
侵
略
国
の
み
が
も
た
ら
す
も

の
で
は
な
い
。
自
然
か
ら
の
直
接
的
脅
威
や
、
人
間
の

相
互
作
用
に
よ
る
集
合
現
象
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
。
世
界
的
に
見
れ
ば
、
日
本
は
相
当
程
度

機
能
す
る
国
家
を
保
持
し
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
な
事
態
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
気

候
変
動
被
害
な
ど
か
ら
人
間
の
安
全
保
障
を
守
る
た
め

に
は
、
一
国
の
努
力
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
気
候
変
動
の
深
刻
化
や
感
染
症
、
戦
争
に
よ
る
資
源

価
格
の
高
騰
と
食
料
危
機
、
財
務
状
況
の
悪
化
な
ど
、

ま
さ
に
我
々
は
今
、
人
間
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
の
複

合
的
危
機
の
さ
な
か
に
い
る
。
全
て
の
国
が
気
候
変
動

対
策
に
全
力
を
挙
げ
、
新
た
な
感
染
症
の
発
生
を
防
ぎ
、

戦
争
を
終
息
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
自

然
か
ら
の
安
全
保
障
上
の
脅
威
へ
の
対
応
よ
り
も
、
他

国
を
支
配
し
て
自
国
民
に
対
す
る
統
制
を
重
視
す
る
指

導
者
が
現
実
に
存
在
す
る
の
が
、
今
の
世
界
で
あ
る
。

万
能
な
処
方
箋
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
い
く
つ
か
の

ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。

　
第
１
に
、
短
期
・
中
期
で
の
最
大
の
脅
威
は
、
台
湾

海
峡
問
題
の
処
理
を
誤
っ
て
第
３
次
世
界
大
戦
が
発
生

し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
発
生
す
れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
の
戦
争
を
は
る
か
に
超
え
る
悪
影
響
が
世
界
中
に

降
り
か
か
る
。
有
効
な
防
衛
対
策
と
と
も
に
、
同
盟
国
・

友
好
国
と
の
間
で
効
果
的
な
抑
止
策
を
立
て
る
こ
と
で
、

中
国
の
指
導
者
に
「
台
湾
の
武
力
統
一
が
可
能
で
あ
る
」

と
思
わ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
米
豪
印
４
カ
国
（
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ
）
の
枠
組
み
や
、
欧
州

諸
国
の
イ
ン
ド
太
平
洋
関
与
の
実
現
、
軍
事
技
術
や
軍

事
に
転
用
可
能
な
技
術
の
中
国
へ
の
輸
出
防
止
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
他
方
、
現
段
階
で
中
国
と
世
界
と
の

経
済
的
な
相
互
依
存
を
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
低
下
さ
せ

る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
中
国
に
と
っ
て
世
界
と
の

経
済
的
連
携
が
重
要
だ
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
抑

止
力
と
並
ん
で
台
湾
海
峡
の
平
和
を
守
る
た
め
に
も
必

要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
第
２
に
、
気
候
変
動
や
感
染
症
対
策
、
極
度
の
貧
困

や
飢
餓
な
ど
の
地
球
的
課
題
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

目
標
達
成
の
た
め
継
続
的
に
中
国
に
も
協
力
し
て
も
ら

う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
自
由
主
義
的
な
民
主
制
の
国
々

が
全
面
的
な
協
力
体
制
を
敷
き
、
人
間
の
安
全
保
障
上

の
課
題
に
つ
い
て
実
効
性
の
あ
る
提
案
や
協
力
を
行
う

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
最
近
、
世
界
的
に
民
主
主
義
勢
力
が
退
潮
し
て
い
る

と
の
指
摘
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
し
か
し
、
Ｖ－

Ｄ
ｅ
ｍ

（V
arieties of D

em
ocracy

）
の
デ
ー
タ
に
よ
れ

ば
、
１
９
８
２
年
に
お
け
る
自
由
主
義
的
民
主
制
は
24

カ
国
、
広
義
の
民
主
制
で
も
40
カ
国
し
か
な
か
っ
た
が
、

２
０
２
１
年
に
は
自
由
主
義
的
な
民
主
制
は
34
カ
国
、

広
義
の
民
主
主
義
は
89
カ
国
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

　
む
し
ろ
後
退
し
て
い
る
の
は
権
威
主
義
体
制
や
専
制

自
由
主
義
的
民
主
制
の
優
位
性
を
示
す
好
機

民主制VS.専制（V-Dem）
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